The Records of a Shipping Magnate (in the Tokugawa Period) at Naojima in Sanshu (讃州直島) by 土居 光子
<史料紹介>近世における讃州直島の一廻船業者の記
録
著者 土居 光子
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 28
ページ 110-121
発行年 1976-03-23
URL http://hdl.handle.net/10114/10241
は
じ
め
に
な
お
し
蛍
も
よ
う
香川県直島町は、本島の直島を中心に向島牛ヶ首島等一一十七の
島々から成り、行政上は香川県に属しているが、地理的には岡山
県に近く、そのため経済、文化の面で岡山の影響をうけることが
多い。そして又、古くから塩飽諸島と共に海上交通の要地として
重要視されていた場所である。すなわち次の文書によってうかが
い知ることが出来る。
直島之儀筒備前、讃岐之間一一有之候而、北国、西国、四国、九
州、蝦夷、松前が之通船路之咽喉荷一一して、上下之船省勿論、
錐為異国船直島南北之瀬戸通船致さすして、京、大坂井堺、兵
庫尚又御江戸二而も入津荷物廻し不相成場所一一御座侯得者、第
一御要害海防之御備方二背最究之場所と乍恐泰存候。（三宅謙
吾
氏
所
蔵
文
書
よ
り
）
しかし、島内は資源に恵まれず、耕地面積は田畑合せて島全体
の五・三％で、島民は自然海を生活の場として生きて行くしかな
かったのである。
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近
世
に
お
け
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讃
州
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島
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記
録
近世初頭、塩飽諸島の島民が、豊匝秀吉の朝鮮征伐の際、大い
に
活
躍
し
た
が
、
直
島
の
住
民
も
共
に
働
き
、
そ
の
功
績
の
あ
っ
た
こ
と
は、『香川叢書』にくわしく記されている。そして其後、幕藩領
主経済支援のもとに、御用廻船業者として、幕府、藩の御蔵米、
城米等を運搬し、また寛文十二年（一六七二）河村瑞賢の発案に
よる西廻り航路の開発によって、塩飽廻船について、直島の廻船
業者が、西廻り航路に就航したのである。寛文十二年（一六七
二）出羽城米江戸廻し運賃は、百石について、金拾六両二歩と銀
九虹三分三厘、延宝元年（一六七三）には金拾七両、延宝二年、
金拾七両、延宝三年（一六七五）金拾六両二歩、これを標準とし
て、その年の米価、水主賃銀、両替料金の高下などを斜酌して、
一一歩、三歩または一両位の高下はあった。
しかしこの特権的な廻船業者も江戸中期以後は、全国的な商品
流通経済の発展によって、問屋仲間による商人資本の成長と、各
港町における海運業者の急速な発展によって、これら塩飽、直島
等の廻船業者は没落し、彼らは他国の船主のもとに沖船頭、また
は水主としていわゆる一届われ船頭としての運命をたどっていった
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近世における廻船業者には、現代の船舶会社ともいえる商船運
航
業
者と、輸送機関として廻船を利用する商品売買業者、今日の
貿易商社とがある。いわゆる運賃積と買積とがあるが、実際は兼
営するのが普通であった。
さ
て
直
島
、
堺
谷
家
に
現
存
す
る
史
料
は
、
大
体
天
保
期
の
も
の
で
、
堺
屋平蔵は大坂の船主堺屋市兵衛（後兵右衛門と名乗る）の持船、
隆徳丸の沖船頭として一展われ、津軽青森、盛岡野辺地などを重要
な
拠
点
と
し
て
、
大
坂
商
人
の
依
頼
に
よ
っ
て
木
綿
、
毛
綿
等
の
運
賃
積
を
していた。しかし運賃積ばかりでなく、堺屋平蔵自身もある程度
の買積の商業取引を行なっていたと考えられる。
このことは、北陸地方の一般の北前船とは異った点であろう。
㈹
船
往
来
手
形
之
事
船往来手形は、廻船が全国津々浦々を往来するときの通航許可
証であり、船主が所轄浦役所に申請して交付を受け、沖船頭以下
乗組員全員が切支丹宗徒でないことも証明されており、貴重な書
類
と
し
て
二
重
に
な
っ
た
桐
の
往
来
箱
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
有
効
期
間
は
普
通一ヶ年で、毎年交付を受けるのが原則であった。
往
来
手
形
之
事
『
弐
拾
五
反
帆
廻
船
壱
艘
沖
船
頭
平
蔵
のである。
現在、頂島町字本村にある堺谷三郎氏所蔵文書によって、堺屋
平蔵の廻船業者としての一部を考えたいと思う。
近
世
に
お
け
る
諌
州
両
蹄
の
一
廻
船
業
者
の
記
録
（
土
居
）
往
来
手
形
之
事
「
拾
六
反
帆
沖
船
頭
平
蔵
乗
水
主
共
八
人
右之廻船商内二付、北国西国江
差下シ申侯処実正也尤宗旨之儀灯
万端慥成者二御座候、津☆浦を
無相違御廻シ可被下侯、船往来依而
如
件文
政
七
年
中
三
月
堺
屋
市
兵
衛
⑩
津々浦々
御
役
人
御
衆
中
水
主
共
拾
三
人
乗
右
之
廻
船
為
商
売
、
此
度
北
国
西
国
表
江
差
下
し
申
候
条
、
宗
旨
万
端
相
改
相
違
無
御
座
候
、
津
々
浦
々
御関所無滞御通被成可被下候、為後
日
往
来
手
形
、
依
而
如
件
天
保
十
年
亥
正
月
大
坂
下
博
労
松
本
町
堺
屋
平
右
衛
門
⑩
津を浦々
御
関
所
衆
中
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船往来手形之事
一
、
弐
拾
弐
反
帆
廻
船
壱
艘
沖
船
頭
平
蔵
水主共十二人乗
右之廻船就商売北国西国江
差下シ申侯処実正也、尤宗旨
之儀者万端慥成者二御座侯
間、津々浦を無相違御通し
可被下侯、依而船往来如件
天
保
三
年
辰
二
月
大
坂
北
浜
壱
丁
目
堺
屋
市
兵
衛
⑳
津
々
浦
々
御
役
人
衆
中
これらの手形によって、船の帆の反数、弐拾五反帆、拾六反帆
や沖船頭、水主共に乗組員の数が書かれ、また大体の積載石数が
わかる。帆の反数 法政
史
学
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二
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船の積載石数の見分け方は、一般に帆の反（端）数によって見
分け、一反というのは、帆を構成する最少単位の帆幅で、長さは
関係しない。一反の幅は、時代によって一一尺から三尺の間とされ
ていた。
この手形によって堺屋市兵衛持船の陸徳丸沖船頭は直島の平蔵
で、「商売の為此度北国西国江差下申侯」とあるように日本海方
面への就航であった。すなわち、大坂で木綿等を積承下関を経て
青森まで送り、その途中の寄港地で買積をした廻船であることが
他の文書から見て考えられる。
ロ
加
子
請
状
之
事
加子請状とは、乗組員の雇用契約書のことである。この契約の
方法は加子、請人、沖船頭が合意して契約を取かわし、廻船会所
に公的に承認してもらうもので船往来手形は船主に交付されるも
のであるが、水主請状は仲船頭に対して船内での規律や義務、海
上法の守るべき宣誓書であり、賃銀等が記されている。堺谷家に
残る天保十年八月のを示すと左の通りである。
加
子
請
状
之
事
一、其方船筑後一上下之加子御雇候二付、我等諸人相立候賃銀
五拾弐匁相極〆内四拾三文慥一一請取申候、残銀者大坂着船元
船川入候而請取可申侯事
一、従御公儀被為仰出候、諸事御法度之趣少シ茂為相背間舗侯
事一、博突惣而諸之諸勝負為仕間舗候事
一、登荷物何方一一而御積被成候共、御差図次第可積参り候
但、増賃銀廻船御会所御定之外取申間舗候事
一一一
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候、代向付、
、不御後被船右若依雇左入中者此之対何賃様御二其者加船国銀之念而人共子頭遠急者侯加代先共申国度有段子御々宗分へ相之承共雇二旨在罷立候届申賃而万之下可へ侯合銀、夏候リ申、、船急取慥ハカロ侯、頭度逃成、子事何申相欠者、共、国分立落二大一ニ不可候而籠喜塁警農菱壽蟇戊蒜農臺灘船船隙者品を会を可、々取所手被度相置へ支道々改候裏達侯蜜麦、
里禦棊婆支
近世における讃州直島の一廻船業者の記録（土居）
然ル上々如何様とも御差図可被下旨慥二承届候事
右之通少シ茂違背為仕間舗候、此外如何様之儀出来仕候共、
我等何方迄も罷出急度埒明可申侯、着船之様子二付先之御働
被成候共、大坂着船迄我等請人二相立侯、為後日加子請状、
価
而
如
件
松
本
町加
子
源
助
同
情
七
同
利
佶
同
与
助
同
直
佶
同
市
蔵
伏見や四郎兵衛町
同
治
三
郎
上
候、
堺
屋
兵
右
衛
門
沖
船
頭
平
蔵
殿
右之通判元見届申侯
以上
天保十亥年八月廿五日
大
坂
廻
船
会
所
⑳
この加子請状によると、筑後下りの加子の賃銀は、五拾弐匁で
そのうち四拾弐匁は前渡し、残りは大坂川口入のとき支払うこと
になっている。水主の請人としての石川屋圧兵衛は水主宿を営む
者で、この石川屋の仲介によって水主を雇うのが普通であった。
ここで北前船とちがった点は、船主である堺屋市兵衛が沖船頭の
平蔵を雇い、水主は平蔵が責任をもって水主宿の仲介の者を雇っ
ていた。そのために沖船頭の才量が必要であったのである。
沖船頭受入証文之事
一、此武兵衛儀先祖〃慥成者二御座侯、我等請合二相立此度一
同
吉兵衛
南堀江町五丁目
同
茂
佶
下
博
労
町同
健
蔵
横通八丁目同
仲
蔵
同
佐
佶
右拾弐人請人松本町
石
川
屋
庄
兵
衝
⑳
一一一
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上下船頭二御抱可申侯、
水主の賃銀について塩飽の場合、廻船仲間の申合せで賃銀及び前
借
銀
は
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
申年水主賃銀定書之覚
賃銀
下
り
前
借
銀
一
、
出
羽
御
城
米
八
拾
五
匁
七
拾
五
匁
参
拾
匁
一
、
越
後
〃
八
拾
匁
七
拾
匁
参
拾
虹
一
、
豊
後
〃
四
拾
七
匁
参
拾
匁
但
加
州
能
州
も
夫
々
に
応
じ
賃
銀
申
さ
る
へ
く
候
一、新潟
五拾八匁
弐拾五匁
『
庄
内
六拾二匁
参
拾
匁
一、秋田
六
拾
匁
参
拾
匁
一、野代
七
拾
匁
参
拾
匁
賃
銀
前
借
銀
一、津瞬
七
拾
匁
参
拾
匁
一、松前
七
拾
匁
参
拾
匁
右之通船持申合相談之上相決申所、仙而如件
また官米輸送の運賃は、越後、能登、出羽、東海、江戸廻り、
米百石に付、金拾七両二分、越後、西海、江戸廻り、金拾六両二
分、同越後、西海、大坂廻り、金十一両三分、越後今町積、西海、
大坂廻り金拾三両一分、新潟、出雲崎、西海、大坂廻り、金拾
三両、奥羽福島領、羽州米沢領、荒浜積、江戸り廻、金拾弐両、
外に差配料として百石に付三歩が加えられた。予州川之江の場合
は、帆一反に付、銀三分の運上銀が課せられ、嘉永六年には銀三
法
政
史
学
第
二
十
八
号
十四匁、慶応三年には銀百弐匁と税率は上昇した。
なお、積荷は船足六寸（喫水線上約一八四使用船舶は建造よ
り七年までの丈夫なもので、その年の秋から翌年二月までに船改
を受けなければならなかった。
白
加
入
証
文
之
事
廻船加入とは当時弁才造りの千石船の建造費は大体千両といわ
れ、これだけの費用は船主にとっても多額の費用である。そのた
め船主たちは何人かの問屋商人から出資金を出してもらって建造
費の一部を負担し、新造船を造っていた。これが廻船加入という
ものである。しかし実際には廻船の運航にあたって、その廻船の
船腹を荷主間で確保するため、その廻船価格の一部を負担し廻船
加入証文を入れ、その加入銀に応じて廻船収益金が分配された。
また、この廻船加入は一般に運賃積の廻船経営にふられ、そのた
めの廻船建造費の一部を負担した問屋商人は、自分達の荷物輸送
のため船腹の確保、船主が勝手に廻船を質入れしたり、または売
買することが出来ないようになっている。運賃積を主とした菱垣
廻船、樽廻船の場合と同じである。堺屋平蔵の乗組んでいる隆徳
九に見られる廻船加入証文は運賃積の廻船であったといえる。
加入証文之事
隆
徳
九一八
百
石
積
廻
船
壱
艘
但
諸
道
具
一
式
乗
出
之
儘
右之廻船我等名前一一而預支配仕候、然所、右船江其元処弐厘
八毛三九七御加入被成、此代銀九百拾五貫壱分弐厘慥請取、
一
四
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加入証文之事
隆徳九一八
百
石
積
廻
船
壱
艘
但諸道具一式乗出之儘
右之廻船我等名前一一而預支配仕候、然所右廻船江其元処五厘
六毛二五御加入二被成、此代銀壱賞七百五拾八匁慥請取、則
加
入
帳
面
江
相
記
可
申
候
、
然
上
者
毎
上
下
度
勘
定
無
滞
可
仕
候
、
勿
論廻船質物二差入申間舗候、為後日之加入証文、価而如件
天
保
三
年
壬
辰
九
月
讃
州
直
島堺屋
平
蔵
③
銭
屋
季
助
殿
これらの文書によると、銭屋幸助・季助はそれぞれ加入銀とし
て、九百拾五貫壱分弐厘、壱賃七百五拾八匁出資し、この銭屋は
大坂の木綿問屋の商人であったことが、「木綿渡覚帳」・「送状」
などで知られる。
この外に、大和屋五兵衛の加入銀一貫七百五拾八匁の出資に対
近
世
に
お
け
る
讃
州
直
島
の
一
廻
船
業
者
の
記
録
（
土
居
）
則加入帳面江相記可申候、然上者毎上下度勘定無滞可仕候、
勿論廻船質物等二差入申間舗候、為後日之加入証文、価而如件
天保三年壬辰九月
讃
州
直
島堺
屋
平
蔵
⑩
銭
屋
幸
助
殿
改
一、弁才九人乗
大
坂
船
頭
平
蔵
宿
彦
兵
衛
右之船於貴浦昆布積入諸御役相済出帆候条改、如件
野
辺
地
湊
御
役
所
天保三辰年八月十四日
盛岡御領御役所
右の文書に諸御役とあるが、これは帆形役、すなわち、入港税
と考えられる。
，
して、加入歩くロは五厘六一一五、銭屋弥助の場合は一貫九匁に対し
て、三厘一毛七八五五の加入歩合となっている。
轡
隆
徳
丸
の
積
荷
に
つ
い
て
津
軽
青
森
大
坂
加
島
屋
要
助
米積下り送状之事
一、子年御蔵米五百石但四
斗
入
此俵千弐百八拾俵
摂
津
大
坂堺屋善右衛門船
隆
徳
丸
沖
船
頭
平
蔵
加
子
共
拾
四
人
乗
一
五
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覚
一、銭六百七拾四文
大坂陸
徳
丸
平
蔵
右之通帆形役取立出帆申付侯
天保六年末十月什日
盛
岡
領
山
田
湊
船
改
所
盛
岡
領
津
々
浦
々
船
役
所
一、弁財造拾三人乗
大
坂
隆
徳
丸
沖
船
頭
平
蔵
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送り状之事
一、子年御蔵米千弐百五拾俵
但
壱
俵
三
斗
七
升
入
此石四百六拾弐百五斗
右者大坂堺屋兵衛門手船隆徳丸平蔵船江積送申侯、上着岡、
升目御改御受取定之運賃御渡可被成侯、万一海上之儀者、大
坂廻船可為御法侯、為其積送状、価而如件
寅四月二日
俺
屋
善
五
郎
加
島
屋
要
助
殿
前
書
之
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相
違
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之
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以
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送
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吉野屋大助殿荷物
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大丸耐印
近
世
に
お
け
る
讃
州
直
島
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此
運
賃
四
拾
匁
定
惣運賃〆八拾五匁
右者此度堺屋隆徳丸平蔵船江積送り候条、其御地着船之勘、
諸事御改御受取前書定之運賃御払可被下侯、万一海上之儀省
大坂廻船可為御法、依而送状、件如
〆
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台
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、壱賞五拾四匁
、壱賞九十七匁
覚
、壱賃四拾弐匁弐分
右之通、此度堺屋平蔵殿船江積送申侯、御地参差候阿、荷物
諸事御改御受取万一海上之儀者、廻船可為御法、依而如件
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七
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右
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木
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三
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右之通御改御請取可申侯
以上
六月十三日
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⑩
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殿
この他、大坂から青森へは大体次の品々、
木綿、古手類、砥石、薬種、荒物、莚、酒、京仏壇、毛綿、桐
下駄、解物等、
大坂から野辺地へは、解単物、荒物、古手、毛綿、瀬戸物、傘、
砥石、屑貫出綿、布段、京仏壇、大坂佃物入、京茶入、弁柄等が
送られていた。これら物資の大坂での積荷問屋は、室屋彦四郎、
薩摩屋喜右衛門、近江屋太右衛門、戒屋喜兵衛、中野甚兵衛等、
又青森の荷受人は滝屋善五郎、藤林源右衛門、竹野屋権四郎、野
辺地の荷受人は仙台屋彦兵衛、野坂八三郎、島屋清四郎等である。
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以上で隆徳丸は、大坂の大和屋・銭屋等の取扱う品物を青森、
野辺地の商人の注文に応じて輸送し、運賃積を主とし、登り荷は
干鰯、昆布等を運送したがこれも商人の注文に応じて運賃積をし
ていたと思える。
大坂の木綿問屋が陸徳丸にどの位の積荷を依頼したか、天保十
三年一一月の「木綿仕切帳」によると、「銭屋秀助九九五反、布屋
市左衛門五八五匁、銭屋幸助三六○反、銭屋弥助四五三反、
田辺屋仁兵衛二六四反、布屋甚助四一一一一反、布屋治兵衛六
○反、河内屋仁兵衛一一一八四反、合計三、五一四反、外に手拭四
六○筋、金額にして五拾二賞三九○匁五」以上送り状の他に、売
仕切、買仕切の史料があり、これは恐らく堺屋平蔵自身の収入で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
買
積
運
送
で
あ
る
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布
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、
黒
大
豆
、
干
鰯
、
昆
布
、
等
以上堺屋平蔵自身が買積を行なった品灸であるが、これに要し
た資金繰りの一部と思われる借用証文がある。
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、
何
時
成
共
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分
之
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足
相
加
へ
借用申銀子之事
一、五百四捨三匁九分六厘、木綿代為利足
右之銀子健二借用仕処実正也
然ル上者当秋登荷着之阿無相違御弁用可仕候為後日何而如件
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お
わ
り
に
以上で讃州直島の一廻船業者について史料を通して経営の一部
を紹介したが、これらの史料によって堺屋平蔵は、北国、西国で
運賃積を主とした点、北陸地方の北前船とは異った廻船経営方針
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
今
回
は
史
料
の
紹
介
の
承
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
「木綿渡覚帳」、送り状、買仕切、売仕切などから、大坂と津軽
青森、盛岡野辺地の市場問題や、問屋取引等、また商人資本、商
業取引等について詳細な研究が必要となってくるが、これについ
ては次の機会に発表したいと思う。
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